




















































　本稿は、前 回にひ きつづ きマチヤの数理 を追求 したものである。今 回は宅地の規模 ・形状 と配
置形式の関係 を明 らか に し、その配置形式 によって決定 される平面形式 に論及 した。 なお、本論





　 前第3章 、第4章 では町家建築 の基盤 となる宅地の形状、面積について述べた。本章か らはい
よいよ町家建 築その ものの論述 に入 る。町家建築 を論ず るに当って、 まず最初 に宅地内の建 築量
について検 討 してお きたい。宅地 内にどの程度の建物 を建てるか とい うこ とである。狭小 な町家
の宅地では、建築面積はおのずか ら空地面積 を決定 し、主 としてニワとなる貴重 な開放空間の量
を も決定する。一般の住宅 において も、宅地面積、建築面積、空地面積、建ぺ い率 な どの諸量 は、
居住 環境 の判定指標 とされるが、 コンパ ク トな町家ではいっそ うその重要性 が高い。
　 [図12]に示 した20事例の配置 ・平面 図か ら上記 の諸量 を求める と、[表7]の ようになる。宅
地面積 はウラ長屋 の43m2から間口長 さ6.0間の全 奥行型 の374m2まで大 きな差 をもち、そ の平 均
は130m2となる。他方、建 築面積 は23m2から180m2に分布 し、その平均 は77m2であ る。 した が っ
て、平均 建ぺ い率 は59%(77m2÷130m2×100)となる。建 ぺ い率 は約60%、残 り約40%が空 地
である。建 物 とニワの割合が6対4と いって もよい。
　 次 に、宅地 面積 と建 築面積の相 互の関係が どのよ うになっているのかをみるために、宅地面積
S(m2)と建築面積K(m2)の相関 を求め る と、相 関度r=0.9437とな りきわめ て強 い正 の相 関
を示す。つ まり、宅地が大 きくなれば一定の比率で建物 も大 きくなるとい うことである。 この場
合の相 関式 はK=0.4?1STユ6.ユである。 か りに100m2の宅地であれば63m2の建物が建 ってい る と
い うこ とであ る。
　次 に、空地面積0(m2)につい てみる と、宅地面積 との相 関度r=0.9547とな り、やは りきわ
めて高い正 の相 関 を示 し、 この場合の相関式 は0=0.529S-16.1である。空地面積 の勾配係数
(0.529)は、建築 面積 のそれ(0.471)より少 し大 き くなってい る。これは、宅地 の大型化 につ
れて建物 も大 き くなるが 、空地 はそれを上廻 って大 き くなるということを示 している。稠密 な町
家 におけるニ ワの重要性が うかが える ところである。
　宅地面積 に対す る建築面積、空 地面積の相 関性 は以上 のようなものであるが、次 に宅地面積 に
占める建築面積の比率 、すなわち建ぺい率 についてみる。宅地の大型化 につれて建物 も一定の比
率(勾 配係数0.471)で大型化 す るこ とは上記 の通 りであ るが、その結果 として宅地 に占める建
物の比率 は一定の割合 を示すのか どうか とい う問題 が生 じる。そこで、宅地面積S(m2)に対す
る建ぺい率P(%)の 相 関 を求 める と、相関　 r=一-o.4028とな り、負の値 をとる と同時 に相 関
もかな り低い とい う結果が出る。負 の値 を とるこ とについては、先 に述べた宅地の大型化 は建物
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　この事実 は、建ぺ い率が宅地面積以外 の要素 と強 く関係 していることを示 してお り、それが宅
地型4型(ウ ラ長屋型、半折型、一軒 ロジ型、全奥行型)との相関であるこ とは容易 にわかる。[表
7]において建ぺ い率の低 い事例NO.1(53%、ウラ長屋 型)、NO.7(44%、一軒 ロジ型)、N().13
(41%、一軒 ロジ型)が その ことを示唆 している。 これ らはすべて ロジで引 き込 まれた ウラヤ と
い う共通点 をもっている。つ ま り、宅地内の空地が どの ように組 み込 まれているか とい う町家の
配置形式 と強 く相 関 している と考 え られる。そ こで、改 めて[図 ユ2]を眺めてみると、ニワの入
り方 に4つ の型があることが わかる。その4型 は(1)ロ ジ型、(2)ス キ型、(3)ナ カツボ型 、




















1ニワサ キ型　 星 口 口
1 43 23 20 53 NO.　i9、ウ ラ長 屋 型 ロジ型
2 47 36 11 77 NO.9、1.5間半折 型 ニワサキ型
3 76 55 21 72 NO.1、2.5間半 折 型 ニ ワサ キ型
4 79 60 ユ9 76 NO.18、3.0間半 折 型 ニ ワサ キ型
5 81 65 ユ6 80 NO.13,3.0問半 折 型 ニ ワサ キ型
6 95 62 33 65 NO.24、3.0問半 折 型 ニ ワサ キ型
7 97 43 54 44 NO.10、一 軒 ロ ジ型 ロジ型
8 102 66 36 65 NO22、3.0問半 折 型 ニワサ キ型
9 105 75 30 71 NO.32、3.0問半 折 型 ニワサ キ型
10 1Q6 71 35 67 NO.31、3,0問半 折 型 ニワサ キ型
11 119 81 38 68 NO.20、3.0間半 折 型 ナカッボ型
12 119 67 52 56 NO.21,3。0間半 折型 ニワサ キ型
13 126 52 74 41 NO.14、一 軒 ロ ジ型 ロジ型
14 133 71 62 53 NO.1813.0間全 奥行 型 スキ型
15 139 97 42 7a NO.30、3.0間全 奥行 型 ナカッボ型
16 149 77 72 52 NO.4、2.5間全 奥 行 型 スキ型
17 ユ86 95 91 51 NO.26、3.0間全 奥行 型 スキ型
18 209 132 77 63 NO,3、3.5間全 奥 行 型 ナカツボ型
19 X10 135 75 64 N().16、4.5間全 奥行 型 ナカツボ型
20 374 1SO 194 4$ NO.29、6.0間全 奥、行型 スキ型
　計
平　均




(註)[図9]、[図12]より作 成。NO.1　ウラ長屋 は7戸 、宅地面積304㎡、建 築面積159m2。宅地面積S(㎡)に
対する相 関は、建築面積K(mり の場合 、相 関度r=0.9437,K=0.471S+16.ユ、空 地面積0(m2)の 場合、相
関度r=0.9547、0=0.529S-16.1、建 ぺ い 率P(%)の 場 合、相 関 度r=-0,4⑪28、　P;-0,062S+69.9、空
地率Q(%〉 の場合 、相 関度r=0.4025、Q=0.062S+30.1。
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5-2　 ロジ型配置 の町家
　 ロジ型 配置 は、 トオ リか ら0.5～1.0問幅 のロジ(路 次)で 引 き込 まれたウラ地 に建 つ町家の配
置形式 である。 ロジ型 に属す るのは、事例NO.1(ウラ長屋型)、NO.7(一軒 ロジ型)、NO.13(一
軒 ロジ型)の3事 例 である。 ウラ地 に建つ ウラヤは、い きおい過密 な居住条件 が想定 され ること
によって高建ぺい率(低 空地率)が 想像 されがちであるが、実の ところ建ぺい率 は意外 と低 いの
である。 おいおい明 らかになってい くが、全4型 の配置形式の中で もっとも建ぺ い率 の低 いのが
このロジ型 なのである。
　NO,1のロ ジ型は7戸 構成の ウラ長屋 で、総宅 地面積3Q4m2、総建築面積159m2である。 したが
って、1戸 当 た りの宅地面積 は43m2、建 築面積 は23m2とな り、建ぺ い率 は53%であ る。[表7]
の20事例 全体の平均建ぺい率59%より低い値 をとっている。 ウラ長屋 の過密居住 は、建ぺ い率 よ
りは23m2とい う狭小 建築面積 に由来す るもの とお もえる。次のNO.5は一軒 ロジで、宅地面積97
rnz、建築面積43m2、建ぺい率44%である。一軒 ロジは一戸建 てのせいでウラ長屋 よ り宅地面積 、
建築面積 ともに多 いのはとうぜ んとして、建ぺ い率 は44%とさらに低 い。次 のNO.13も同 じく一
軒 ロジで、宅地面積126m2、建 築面積52m2、建ぺ い率41%であ る。 この場合 の建ぺ い率は さらに
低 く、20事例全体の 中で ももっとも低い建ぺ い率 を示 しているのである。
　 このよ うにロジ型配置が低建 ぺい率 を示 すのは、 ウラ長屋 では引 き込みのためのソ トロジ(外
路次)と ウラ地 内の各戸への通路(共 同流 し、共 同便所 を含 む ウチロジ ・内路次)、一軒 ロジで
はロジ とオモテヤ との問のニ ワ(マ エニ ワ ・前庭)、背後の ニワサキ などの空地が どう して も必
要だか らである。そのため、空地率が必然 的に高 くなり、建ぺい率 は低 くなるのである。3事 例
の平均宅地面積 は89m2、平均建築面積 は39m?、平均建ぺ い率は44%である。
　最後 に、 ロジ型配置3事 例の宅地面積S(m2)に対 する建ぺい率P(%)の 相関 を求めてお く
と、相関度 は一〇.9941とな り、 きわめて強 い負の相 関を示す。 ロジ型内部では、宅地大型化 は建
ぺ い率の低 下(空 地率 の増加)が 純粋 に比例 して現 象 してい ることを示 してい る。このこ とは、
と りもなお さず ロジ型設 定 の妥当性 を証 してい る とい える。 なお、 この場 合の相 関式 はP=
-0.147S+59.ユである。か りにS=0と す ると、　P=59.1とな り、 ロジ型配置 では59%以上 の建
ぺ い率 を示 す ものはない とい うことを示 してい る。だ とする と、先の ウラ長屋 の建ぺい率53%は、
ロジ型の 中では高い建ぺい率 を示 している といえ よう。
5-3　 スキ型配置 の町家
　ロジ型 の次 に低い建ぺい率 を示すのがス キ型配置 である。スキ型配置 は数寄屋風 の配置形式 を
もつ町家 で、茶庭の趣 きを町家配置に採 り入れた ものである。 トオリに面 しては板塀 を建て、猿
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戸 の入 った入 口か ら入 った ところはソ トロヂ(外 露地)、 その横 にウチ ロヂ(内 露地)を設 け・町
家前面 にニワを入れるのが特徴である。板塀の上 には竹 製の忍 び返 し、 さらにその上 には見越 し
の松 といった風 情である。 したがって、 この型では一般 の町家の ように格子 の嵌 った正面が トオ
リに面することはないが、内部の家屋 は トオ リニ ワ形式 の町家の間取 りである。
　 ここで、前節の ロジ(路 次)と 本節 のロヂ(露 地)に ついて一言付 け加 えてお きたい。ロジ型
の ロジは トオ リか らウラヤ に至 る通路 を指 し、 この場合 はか な らず しも数寄屋風の意匠が凝 らさ
れるわけではない。他方、スキ型のロヂは通路 となるソ トロヂ にも茶庭風 の意 匠がみ られ、植 栽、
敷石、杉皮貼 りの壁面 、ときには客待腰掛 などが しつ らえ られる。 ウチ ロヂが修景的 に扱 われ る
のは とうぜ んであ る。以上の ように、 ロジは通路機能 を主たる 目的 とし、他方 、ロヂ はそれに加
えて茶庭風 の修景機能 を強 くもっていることが大 きな相違点 である。
　 さて、 この ようなロヂ(ソ トロヂ、 ウチロヂ)を 特色 とす るスキ型は、 さらに奥 に向ってナ カ
ッボ(中 坪)、最奥 にニ ワサキ(庭 先)の2種 類 のニ ワを もち、都合4箇 所 の ニワを分散配置す
る。ニワの箇所数が多 いだけ空地率 が高 くな り、建ぺい率 は低 くなる。この型 に属 する事例 は、
NO.14、藍6、17、20の4事例 で、建ぺい率 はそれぞれ53%、52%、51%、48%、平均 建ぺ い率 は
50%である。前節 のロジ型の平均建ぺ い率44%に次 ぐ低建ぺ い率である。 また、この ように多 く
のニ ワを分散 配置す るためには、宅地奥行の長 さが必要であ り、4事 例 とも全奥行型の宅地で面
積 も大 きくなる。事例NO.の順 に挙 げる と、宅地面積 は133m2、149m2、186m2、374【n2、平均2ユ1
m2、建築面積は71m2、77m2、95m.2、180m2、平均1 6m2であ る。宅地面積 は4型 中最大 であ る。
　 スキ型の宅地面積S(m2)に対す る建ぺい率P(%)の 相 関 を求め る と、相 関度rは 一〇.9807
とな りきわめて強い負の相関 を示す。 この傾 向は、前節の ロジ型 と同 じくスキ型の型設定の妥当
性 を証左す るものであ る。この場合の相 関式 はP=-0.019S+55.0となる。こ こで、　S=0と す
る とP=55とな り、スキ型の建ぺい率 は55%まで とい うこ とになる。 町家 と しては低建ぺ い率
といわねばならない。
5-4　 ナ カツボ型配置 の町家
　ナカツボ型は、前節のスキ型の ように前庭 となるロヂ を もたず、格子 の入 った町家正面が トオ
リに面す るが、 中庭 となるナカツボ(中 坪、中壺)を もち、背後 にニ ワサキを付属 する。 したが
って、ニ ワとして はナ カツボ とニワサキの2箇 所である。前節 のスキ型は3箇 所 のニ ワ(ロ ヂ、
ナカツボ、ニワサ キ)を もっていたが、 これに比べ るとニワは1箇 所少 ない。 しか し、前後2棟
の居住棟 の間にナ カツボを挟み、 さらに背後 にニワサキを もつ となると、全体 として宅地の奥行
長 さはかな り長 くなる。そのため、このナカツボ型 も前節の スキ型 と同 じくほ とん ど全奥行型 の
町家である。この型 に属するのは、事例NO.11、15、18、19の4事例 である。
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　 まず 、 宅地 面積 につ い て み る と、NO」1、119rn2、　NO.15、139m2、　NO.18、209m2、　NO.19、210
m2、平 均169m2とな る。 こ の 平 均 宅 地 面積169m2は、前 節 の ス キ 型 の211m2に次 ぐ大 きさ で あ り、
ロ ジ型 の89m2の2倍近 い規 模 を もってい る。次 に、建 築面積 につい てみ る と、NO.11、81m2、　NO.15、
97m2、　NO.18、ユ32m2、　NO.19、2101n2、平 均111m2とな る。 この平 均 建 築 面 積111m2は、 前 節 の ス
キ型 の106m2を上廻 る規模 で 、 ス キ型 よ り建 ぺ い率 は高 くな ろ う。 ニ ワが1箇 処 少 ない分 建 ぺ い
率 が 上 が る の であ る。
　 建 ぺ い率 につ い て み る と、NO,11、68%、　NO.15、70%、　NO,18、63%、　NO.19、64%、平均66%
とな る。 こ の平均 建 ぺ い 率66%は 、前 節 のス キ型 の50%よ りか な り高 くな って い る。 ま た、前 々
節 の ロ ジ型 の44%を加 えて み る と、 配 置型 に よ る建 ぺ い率 の高低 が よ くわか る。低 率 順 に は、 ロ
ジ型 、 ス キ型 、 ナ カ ツボ 型 の順 に な る。
　 ナ カ ツボ 型 の 宅 地 面 積S(m2)と 建 ぺ い 率P(%)の 相 関 を求 め る と、相 関 度r=-0.9027と
な り、 い ま まで に み た ロ ジ型 ←-0.9941)やス キ型(-0.9807)と同 じよ うに きわ め て強 い負 の
相 関 を示 してい る。 した が っ て、 ナ カツ ボ型 の型 設 定 も妥 当 と考 え られ る。 この場 合 の相 関式 は
P=-0.063S+76.9とな る。 こ こでS=σ とす る と、　Pニ76.9とな り、 ナ カ ツボ型 の建 ぺ い 率 の
上 限 は77%と なる こ とが わ か る。上 限 につ い て は、 す で に ロ ジ型 の59%、 ス キ型 の55%を得 てい
る の で、 これ ら と比 較 す る と本 節 の ナ カ ツボ型 の77%はか な りの高建 ぺ い率 とい え る。
　 最 後 に、 ナ カツ ボ型 の ツボ(坪 、壺)に つ い て一 言 ふれ て お きた い。坪 は本 来建 物 や塀 、 垣 な
どで 囲 まれ た 一 区画 の土 地 を指 すが 、 町 家 の ナ カ ッボ は町家 の 中の 中庭 を指 し、多 くの場 合 三 方
はエ ン に よ って 囲 まれ、 残 る一 方 は 隣家側 壁 に沿 う板 塀 で あ る。 そ の とき、 ナ カッ ボ は三 方 か ら
の視 線 に耐 え られ る美 的 ・観 賞 的 な対 象 と して高 い 質 を もつ小 庭 に造 形 され るので あ る。 い ま一
つ の壺 は、 ナ カッ ボの空 間形 状 に由来 す る こ とは明 らかで あ る。
5-5　 ニ ワサ キ型配置の町家
　 ニ ワサ キ型 は、 町家 背 後 に ニ ワサ キ と呼 ばれ る小 庭 を1箇 所 だ け もつ配 置形 式 で あ る。 この タ
イ プ はすべ て半 折 型 で あ り、 奥行 長 さが全 奥 行 型 の半 分 しか ない。 そ の ため 、先 の ス キ型 や ナ カ
ツ ボ型 の よ うに2～3箇 所 の ニ ワを もつ こ とは不 可 能で あ る。 町家 内 の ニ ワ空 間が最 奥 の ニ ワサ
キ1箇 所 に集 約 され てい る とい って もよい。 ニ ワサ キ は、 ロヂ や ナ カ ツボ ほ ど質 の 高い ニ ワで は
ない が 、 閉鎖 的 な町家 内 部 で は貴 重 な緑 化 ス ペ ー ス と して植 栽 され るのが 普通 で あ る。
　 こ の 型 に属 す る事 例 は、NO2、3、4、5、6、8、9、10、　i　2の9事 例 で、 これ らの 宅 地 面 積 は
NO.2、47m2、　NO.3、76m2、　NO.4、79m2、　Na.s、81m2、　NO.6、95m2、　NO.8、102m2、　NO.9、105
mZ、　NO.10、106m2、　NO.12、119rrizとな り、平 均 宅 地 面積 は90m2であ る。 半 折 型 宅 地 に建 つ ニ ワ
サ キ 型 町家 は宅 地面 積 も小 さ く、 ス キ型 の211m2、ナ カツボ型 の169rn2の約 半分 で あ る。
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　 次 に、建 築 面積 につ い てみ る と、NO.2、36m2、　NO.3、55m2、　NO.4、60m2、　NO.5、65m2、　NO.6、
62m2、　No.8、56m2、　NO9、75m2、　NO」0、71m2、　NO.12、67m2とな り、 これ らの平 均 建 築面 積 は
62m2であ る。半 折 型 宅 地 に建 つ ニ ワサ キ型 町 家 は、 と うぜ ん建 築 面 積 も小 さ くな り、ス キ型 の
106m2、ナ カ ツボ 型 の111m2の約6割 とい った とこ ろ で あ る。全 奥行 型 宅 地 に建 つ ス キ 型 や ナ カ
ッボ型 に比 べ て1宅 地 面積 や建 築 面積 の少 ない の は とうぜ んで あ るが 、 そ の割 に建 築面 積 が多 く、
建 ぺ い率 の高 くな る こ とが予想 され る。
　 そ の建 ぺ い率 をみ る と、NO.2、77%、　NO.3、72%、　NO.4、76%、　NO.5、80%、　NO.6、65%、
NO.8、65%、　NO.9、71%、　NO.10、67%、　NO.12、56%で、総体 に高 い 建ぺ い 率 を示 す 。平 均 建
ぺ い率 は69%で 、 い ま まで にみ た ロ ジ型 の44%、 ス キ型 の50%、 ナ カ ッボ型 の66%の いず れ よ り
も高 い建 ぺ い率 を もっ てい る。 す な わ ち、ニ ワサ キ型 は ニ ワサ キ と呼 ばれ る小 庭 が1箇 所 に なる
た め、建 ぺ い率 は4型 の うち最 高 とな る。
　 最 後 に、 ニ ワサ キ型 の宅 地 面 積S(m2>と 建 ぺ い率P(%)の 相 関 を求 め る と、 相 関 度r=-
0.7824とな り、 か な り強 い負 の相 関 を示 す 。 この傾 向 は、 い ま まで にみ た3型 と同様 で あ る。 こ
の 場 合 の相 関 式 はPニ 　 0.2705+942であ る。 こ こでs=oと す る とP=94.2とな り、 ニ ワ サ
キ型 の 建ぺ い率 の上 限 は94%と い う高 さに達 す る。 い ま まで にみ た3型 の上 限 は 、 ロ ジ型59%、
ス キ型55%、 ナ カ ツボ型77%で あ っ たか ら、 本節 のニ ワサ キ型 が い か に高建 ぺ い 率 で あ るか が わ
か る。 町家 の高 密性 は 、半折 型 宅地 に建 つ ニ ワサ キ型 町家 に よって い っそ う高 め られ て い る とい
え る。
5--6　配置形式 と関連諸量
　以上、町家の配置形式 についてみて きた。宅地内にどの ように町家 を建て、 また どの ようにニ
ワを組み込むか とい う基本的な空間配分の手法が配置形式 であ り、その手法は4つ の型、す なわ
ちロジ型、スキ型、ナ カッボ型 、ニ ワサ キ型 の4型 に集約 された。 この型分類 は、結局ニ ワの入
り芳か らの分類であ り、閉鎖的な町家で はそれが重要 な課題 となってい ることが わかる。 さて、
4型の配置型につい ては、種 々の数量 をもって論 じてきたので、 ここでそれ らの諸量 を[表8]
に整理 してお く。 また、4型 を通 しての論点 を明確 に してお きたい。いわば、い ままでの各論 に
対す る総論である。
(1)宅地型 との関連
　前第3章 、第4章 で述べ た宅地型4型(ウ ラ長屋型、一軒 ロジ型、半折型、全奥行型〉 との関
連でみ ると、 ウラ長屋型 ・一軒 ロジ型はいずれ も半折型の ウラ地 を利用 するため合 わせて ロジ型
とで きる。半折型 は宅地奥行が短いので最奥 に1箇 所のニ ワ(ニ ワサキ)を もつニ ワサキ型 とな
る。これに対 して全奥行型は、宅地奥行が長いのでい くつかのニ ワを挿入す ることがで き1ス キ
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[表8]町家の配置形式 と建築量 ・空地量
配　置　形　式 ロ　 ジ　型 ス　キ　型 ナカツボ型 ニ ワサキ型
模　　 式　　図 .==¥¥¥¥コ ・口㎜ ・羅 コ ¥¥¥¥`　





宅地面積(mZ) 43 112 211 169 90
建 築面積(m2) 23 4$ ユ06 11互 62
空地面積(mz) 20 64 105 58 2$
建ぺい率(%) 53 43 50 66 69
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30～60 20～55 20～75 65～95
戸 数 比 率(%) 26 17 57
〈註)[図12]、[表7]より作成。戸数比率は本論4-3の モデル街区の宅地型別戸数比率 による。
型 ははソ トロヂ、 ウチロヂ、 ナカッボ、ニワサ キの4箇 所、 ナカツボ型はナカツボ、ニ ワサ キの
2箇所である。
(2)建築面積 と空地面積
　宅地面積 が大 きくなる と建築面積、空地面積 ともに大 き くなるが、宅地面積 に対する建築面積
の割合(建 ぺ い率)は 減少 し、空地面積 の割合(空 地率)は 増加す る。す なわち、宅地規模が大
型化す るにつ れてニ ワの重視度が高 まる。稠密な町家空間におけるニ ワの重要性が しのばれ るの
であ る。
(3)ニワの種類 と大 きさ
　ニ ワの種類 にはニワの箇所数 となるので、い ま、空地面積 をニワの箇所数 で除 してニワの概略
の大 きさ をみ てお くと、ロジ型 はウラ長屋IOm2、一軒 ロジ21m2、スキ型26m2、ナ カツボ型29m2、
ニ ワサ キ型28m2となる。 ロジ型 の ウラ長屋 は極端 に少 ないが、その他 は20～30m2の間に入 り近
似的 な値 をとってい る。 と くに、オモ テヤのス キ型(26m2)、ナ カッボ型(29m2)、ニワサ キ型
(28m2)はひ じょうに近い値 をと り、 同スケールの ニワを何箇所 もっているか とい う箇所数 の問
　 t・R
題 に帰着す る。 町家のニワは、その分量の問題である と同時 に分散 配置 の問題 で もある。
(4)宅地面積 と建ぺい率 の相関
　以上の結果は、宅地面積 と建ぺい率 の相関関係 に集約的に表 わせ るところであるが 、全体 と し
てはそれほ ど強い相関 を示 さない。それは同一規模 の宅地に もいろいろの配置型が混在するか ら
である。そ こで、4型 それぞれの部分相関 を求め ると[図13]のようになる。部分相 関における
4型の相関度 はいずれ もひ じょうに高 く、各型それぞれの内部 では宅地面積の大型化 に対 して一
定の比率で建ぺ い率が減少 してい く様子が明確 に表われている。 また、そのことに よって4型 の
型設定の妥当性 が証 される。
(5)建ぺい率の分布域
　建ぺい率の分布域 については、[図13]によって もお よその見 当がつ くが、い ま少 し明確 な値
を求めてお くと、各型 の建ぺい率の上 限は相関式 においてS=0と した場合 のPの 値であ り、ロ
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[表4】に示 した宅地 型 と宅地 面積の 関係 か ら、ロ ジ型 はS=200mzとしてP=30%、スキ型 と
ナ カッボ型の宅地面積 は上限値が判 明 しないのでP=・20%、ニワサキ型 はS=100m2としてP=
65%となる。以上の結果 を[図14]に示 す。
(6)配置型の戸数比率
　 配置型 は宅地型 と強 く関係 してい るので、宅地型の戸数比率か ら配置型 の戸数比率が求め られ
る。宅地型の戸 数比率 を上記 の建ぺい率 の分布域 に配分する と[図14]のようにな り、 これ を公
的資料 の建ぺ い率分布 と比較す るとよ く一致す る。 これによって、配置型の戸数比率は、ロジ型
26%、スキ型 ・ナカツボ型17%、ニ ワサ キ型57%といえる。ただ し、スキ型 とナ カツボ型の内訳
は判 明 しないが、事例数か らみて両者 はおよそ半 々 と推定 され る。 トオ リに面 して ミセをもつ町
家 ではナカツボ型 にならざるえず、 ミセのない シモタヤ(仕 舞屋)の スキ型は近代 以降に発 達す

























　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　 建 ぺい率(%)
(註)公的資料は、昭和43年・住宅統計調査報告(京 都市昭和38年以前住宅、235,370戸分)、本論の推計は、[図
　　 13〕の配置型別の建ぺい率分布域と4-3の モデル街区の宅地型別戸数比率による。
ス キ型 ・ナ カ ッ ボ型(全奥行
一型)戸 数比率17%
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ロ ジ型(ウラ長屋 ・一軒 ロジ型)戸 数比率26%
　 　 　 　 　 　 1




































　前第5章 では町家の配置形式についてみた。配置形式 は、ロジ型、スキ型 、ナカッボ型、ニワ
サキ型の4型 に集約 されたが、結局、配置形式 の決め手 はニワを どの ように配置す るか の問題 で
あった。高集積 な町家 にとってニワは、貴重な緑化 スペ ースであると同時 に通風 ・換気 ・採光 ・
日照等の室内環境 にとって不可欠 なスペ ースであった。その意味で配置形式 は町家の グラン ド ・
デザ インである。配置形式 についで平面形式 をみなければな らないが、ここで平面形式 の成立過
程 を要約 的に振 り返 ってお く。
　初期の平面形式 については、伊藤鄭爾 『中世住居史』(東京大学出版 会、ユ958年、186～190)に
論考 されてお り、その要点 は次の ようである。
(1)中土間住居 と片土間住居
　 町家の特徴 となる トオ リニ ワは、平面の中央 に通 る中土間住居 と片側 に寄せて通 る片土間住居
があるが、中土 間住居 は近世 には消滅す る。
(2)間取 り
　 町家平面 は2室 が多 く、 ミセ とオウエ、オウエ とダイ ドコ(台 所)の 組み合わせであ る。 オウ
エにはユル リ(囲 炉裏)が あ る。 オウエ(御 上)は つ まってオエ ともい う。
(3)畳
　 この時期の町家 には、 まだ畳が充分普及 していず、板敷 きの もの もあった。
(4)柱間寸法
　上 の畳 と関連 し、真々柱 間制 と内法柱 間制の混在期、前者 か ら後者へ の移行期 に当た る。
　以上の要点は、町 田家本 ・洛中洛外 図屏風 に よる ものであるが、同屏風絵 をみると2階 屋 もみ
られ、初期の町家の姿が よくわかる。平面形式 は トオ リニワにそって2室 程度が縦列 し、後代の
奥深 い町家の原型が現われている。室呼称は、 ミセ、オウエ、ダイ ドコであ るが、 ミセ とダイ ド
コは後代 まで継承 され、オウエは トオリニワの ドマ に対 して床張 りのある場所 を指 し、当初 は室
名 として使用 されている。後代 には床張 りのある室全体 を指す オイエ とい う呼称 に転化 し継承 さ
れ る。 トオ リニ ワと2室 程度で構成 される町家 は、間口長 さ3.0間程度、奥行長 さ3.0問程度の規
模 であ り、全平面型 はほぼ方形である。奥行の浅い平面である。
6-2　成立期の平面形式
成立期(近 世中期)の 平面形式 については、「京都 府の民家』(京都市内町家調査 報告書、京都
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府教育委員会、1970年)に考証 されてお り、それによる とこの期の町家 は3つ の類型 に分け られ
ている。3類 型 は次の ようで ある。
　 (1)間口間数2～3.5問一N-1型(座 敷1列 型)
　 (2)間口間数4.5～6問余一N-2型(座 敷2列 型の うち店 と居 間が同一棟 にある もの)
　 (3)間口間数6問 余一N-3型(店 と居 間が棟 を別 にし、両棟 を中間の玄関で接合す るもの)
　以上の ように、当時の町家では間口長 さによって平面形式が類型化 されてお り、宅地いっぱい
に町家が建 て られていたこ とがわかる。同時に間口長 さによって室が ユ列 に並ぶか2列 に並ぶか
とい う列構成 も明確 になっている。 また、宅地奥行 の長い ものでは、上記N-3型 の ように2棟
を玄関でつな ぐ型 もあ り、この場合 は中庭 を挟 む配置形式にな り、本論でいうスキ型ない しッボ
ニワ型 に匹敵す るタイプであ る。初期 の平 面形式 に比べ る と、奥行方 向への延伸 がめ ざま しく、
室 の列段構成 もほぼ完 了 している。
　 また、上記の考証の資料 となった指 図をみる と、ウラ長屋や間口間数ユ.5問の小町家 もあ り、こ
れ らは トオ リニワでな くフ ミコミ ドマ形式 になっている。都市民 の階層分化 につれて町家 も大小
の規模 に分化 している。
　い ま一つ注 目されるのは、 トオリニ ワの充実 とい うこ とである。 トオ リか らカ ドグチ(門 口)
を入 った ところは ミセニワない しゲ ンカ ンで あ り、そこか ら先のウチニワ境 に中戸が入 り、 トオ
リニ ワが区切 られる。 この中戸 の役割は ミセニワやゲ ンカ ンのいわば半公的な空間 とウチニ ワと
い う家族 的 ・私的な空 間を隔絶す る役割 を もっている。中戸か ら先の ウチニワには壁 にそって井
戸、ハ シリ(流 し台)、ク ドなどの炊事 設備 が1列 に配列 され、炊事場 が設け られる。旧来 、ウ
ラニ ワにあった炊事場が屋内に移動 したこ とは、住 生活 の合理化 とい う点で大 きな進歩であ る。
便所 とフロはまだ ウラニワに置 かれてお り、その位置 も定 っていない ようであるが、屋内炊事場
の確立は特筆 に値す る。通路 を目的 とす る トオリニワが複合 的な機能を もつに至 ったのである。
　 ウチニ ワの先のウラグチ(裏 口〉 を出 た ところはウラニワで露天であ る。 ウラニ ワには便所 、
フロの他 、物置や土蔵 などの附属屋 が配置 され、ここは一種 のサー ビスヤー ド的な役割 をもって
いるが、 このサー ビスヤー ドと修 景的なニ ワもしだいに分化 し、それぞれの機能が特化 してい く。
6-3　完成期の平面形式
　町家の平面形式 は、近世中期 にほぼ完了 している。細部 にわたるつめは近世後期 から近代 にか
けて入念 に行われてい くが、その動 因は何 といって もシモ タヤの増加であろう。本来、 ミセ をも
つ都市住居 と して発 達 して きた町家 は、 ドマ もオエ も トオリに面 して開放的 な構造 をもつ もので
あ ったが、 シモ タヤでは防犯的見地か らむ しろ閉鎖 的な構造 を もつ ものに移行す る。 ドマ部分の
カ ドグチはノレン(暖 簾)か らクグリ戸 の入 った猿戸 と大戸 にな り、 また、オエ部分の ミセか ら
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はバ ッタリ床几が減少 し出格子 に改め られる。 と同時に、 ミセのないシモ タヤでは室呼称 もミセ
か らオモテに変化す る。 こう して紅殻格子の京 町家の統一的な町並みが醸成 されてい く。 さらに、
2階のム シコ窓や トオリビサ シも町並 みの統一に寄与 している。
　町家内部 の平面形式 は、 トオ リニワにそ う室の列段構成が前代 か ら継承 され、室 に面す るニ ワ
の配置手法 も定型化す る。奥行 の深い町家ではニワの配置手法は重要 な問題で あ り、町家建築の
い ま一つの空間的特性 といえる。本論では、その定型化 を4つ の型(ロ ジ型、スキ型、 ナカッボ
型、ニワサキ型)と して捉 えている(前 第5章 参照〉。残 るニ ワはウラニ ワである。前節 で も述
べた ように、ウラニワはサー ビスヤー ドとしての役割 をもっていたが、便所、 フロ、物置の附属
屋の配置が しだいに定型化 して くる。これ ら一連の附属屋が オエ と トオ リニワの境 に配置 され、
旧来一体的であったウラニワが2つ の部分 に区分 される。 オエ側 の部分 はニワサキない しナカッ
ボと して修景 的なニ ワにな り、オエか らエ ンづ たいに便所や フロを使用出来 る ようにな り、他方 、
トオ リニワの先 に区切 られた部分は ウラニワ本来のサー ビスヤー ドとしての機能 に特化 する。な
お、便所 はオエのエ ンか らもウラニ ワ側か らも使用で きる。
　町家の平面形式の完成 は、おそ ら くこの ウラニワの処理手法の定型化 をもっておわる とお もえ
るが、それはオエ、 トオ リニワ、庭 園 としての ニワ、サー ビスヤー ドとしてのウラニワの各機 能
が明確化 されたこ とを意味 し、住空間の組織化が完了 した ことを物語 っている・ さらに2階 の居
室化が進行 し、 とくに近代 に入 る と従来の中2階 が正2階 になって くる。従来 、2階 の軒高 さを
低 く抑 えてい た(3.5m程度)た め、2階 のオモテ ノマ は天井 が傾 斜 し、 中2階 となってい た。
2階の居室化は町家の居住性能 を高める一要因 と考 えられ る。
　 [図12]に示 した20事例 の平面形式 は、い うまで もな く完成期の平面形式 を示す ものであ り、建
設年代 は明治後期か ら昭和初年にまたがる。本論 においてい ままで に類別 して きた宅地型(ウ ラ
長屋型、半折型、一軒 ロジ型 、全奥行型〉、配置形式(ロ ジ型、'スキ型、ナカツボ型、ニ ワサ キ
型)の 各種 を含 み、平面形式 をみる場合の事例 として遺漏がない と考 えられる。
6-4　平面形式の列構成
　完成期の町家の平面形式 を分析す るのには列段構成 の観点が有効であ る。本 節ではまず列構成
についてみる。列 は町家の間口長 さと相関す るので、以下 問口長 さとの関係で列構成 をみてい き
たい。
　一般 に町家 は トオリニワにそう列構成が特色 となるが ・ トすリニ ワの塗い フ ミコミ ドマ式 の極
小町家があるので、 まず これを採 りあげる。[図12]のNO.1に示 した ウラ長屋 では、すべ てフ ミ
コミ ドマ式になっている。奥行が浅 く、またウラニ ワもないの で トオ リニワの必要性 もないが、
列構 成 とい う観点か らみる と1列 とすべ きであろ う。オモテ に近い一戸建 は2列 である。 なお、
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NO.7も同様 で あ る。
　 次 に、NO.2は間 口長 さ1.5間で 町家 と して は お そ ら く最小 の 間 口長 さ とお も え るが、 この 場合
はい わ ば半 トオ リニ ワ と もい うべ き状 況 を示 して い る。 ゲ ンカ ンは0.5間幅 で、 ハ シ リの あ る ウ
チニ ワで は少 し幅 を広 げ て0.75間と して い るが 、 そ の先 が ない 。 トオ リニ ワは ここで 終 っ てい る
ので あ る。 オ クの6畳 を とる た め には トオ リニ ワ を通 す こ とが で きない ので あ る。 列構成 とい う
観 点 か らみ る と、1列 構成 とな ろ う。
　 次 のNO.3は間 口長 さ2.5間でNQ.2の1.5間よ り1.a問広 くな ってお り、 この 場合 は1.0間幅 の ト
オ リニ ワが 通 り、1列 構成 が 明 確 にな る。 間 口長 さが2.5間に な る と、 ニ ワ通 り1。0間、 オエ通 り
1.5間の 配 分 で 、 トオ リニ ワ にそ う列 構 成 が無 理 な く行 え る の で あ る。 なお 、NO.12,16も同様
で あ る。事 例 に は な い が、 間 口長 さ2,0間の 場 合 はニ ワ通 り0.5間、 オ エ通 り1.5間の 配分 で 、ハ
シ リの あ る ウチ ニ ワ部 分 のみ1.0間幅 に広 げ た トオ リニ ワ式 となろ う。 ウチニ ワ部 分 で はNO.2と
類 似 して くる。 この 場 合 もオエ 通 りは1列 構 成 であ る。
　 次 に、 間 口長 さ3.0問の場 合 で あ る。 こ の ラ ンク は標準 的 な間 口長 さで、 そ れ だ け に事例 数 も
'
多 く、[図12]にお い て も20事例 中約 半 数 の11事例(NO.4、5、6、8、9、10、11、13、14、15、17)
を 占め る。 間 口長 さ3.0間で は ニ ワ通 りユ.0間、 オ エ通 り2.0とす る のが 普 通 で あ り、11事例 中7
事 例(NO.4、6、8、11、13、14、15>がこの タ イ プ で あ る が、残 り4事 例 は ニ ワ通 りの 幅 が 一
定 しない 。NO.5、9、10の3事例 はゲ ンカ ン部分 の幅 がユ.5間と られ 、　NO.17では ソ トロヂ部 分 が
や は り1.5間と られ て い る。 ゲ ンカ ンや ソ トロヂ に余 裕 を もたせ る た め で ある 。 しか し、 これ ら
も ウチニ ワ部 分 で は1.0問幅 とな り、標 準 的 な トオ リニ ワの 幅 に な って い る。 ニ ワ通 りの幅 に よ
って とうぜ ん オエ通 りの幅 も異 な って くるが 、 オ エが1列 構 成 で あ る こ とに変 りは ない。
　 次 に、 間 口長 さ3.5問の 場 合(NO.18)は、 ニ ワ通 り1.0間、 オ エ通 り2.5間の配 分 で あ る。 ニ
ワ通 りは標 準 的 な幅 で あ るが 、 オエ通 りの2.5間幅 は ユ列構 成 で も室 幅 が 充 分 に とれ るので や や
大 型(8～12畳)の 室 とな っ て い る。次 に、 間 口長 さ4.5間の場 合(NO」9)は 、 ニ ワ通 り1.0間、
オエ 通 り3.5間の配 分 に な り、 オ エ通 りは2列 構 成 とな る。2列 の幅 は1,5問幅 と2、0間幅で あ る。
事 例 には4.0問問口 が ないが 、 この事例 か ら推 して4.0間間 口の場 合 も2列 構 成 が 可 能 であ り、 ニ
ワ通 り1.0間幅、 オ エ通 り3.0問幅 と し、オ エ通 りめ列 幅 は1.5問ず つ とな ろ う。 間 口長 さ4.0間か
ら2列 構 成 が 現 わ れ る と考 え られ る。
　 最 後 に、 間 口長 さ5.5間の場 合(NO.20)であ る。 この 間 口長 さは事 例 中最 大 の 間 口 長 さで あ
る。 まず 、5.5間間 口 は ニ ワ通 りユ.0間、 オ エ通 り4.5間に配分 され る。 間 口 が大 き くな った か ら
とい って ニ ワ通 りの 幅 が 大 き くされ る わけ で は な く標 準 的 な1.0間幅 で あ る とこ ろが注 目 され る。
それ は当家 が 専用 住 宅 で あ り、 トオ リニ ワが住 生 活 に とって必 要最 小 限度 の幅 に抑 え られ て い る
こ とを示 して い る。 も し、背後 に小 工 場 や倉 庫 が あ り、 営業 上 の通 路機 能が付 加 され る場 合 に は、
ニ ワ通 りの 幅 もい ま少 し拡 大 され る場 合 もあ ろ う。 オエ通 り4.5間幅 は2.0間幅 と2.5問幅 に 配分
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されているが、主屋部 分で0.5間幅の ロー カを通 して2列 を分離 してい る。いわゆる中 ロー カ式
の平面形式 をもっている。 これはわが国の近代化の過程 にみ られる一つの様式であ り、 もとは上
級武家の住居様式 にみ られるものである。ローヵから上手 の トコのあ る2室 の座敷 は武家屋敷風
のハ レの空間であ り、下手の3室 はハ シリのあ るウチニワ と一体 的なケの空間である。
し
6-5　平面形式の段構成
　 次 に、段 構 成 に移 る 。列 構 成が 間 口長 さ と相 関 してい た の に対 して 、段 構 成 は奥 行 長 さ と相 関
す る。段 は オエ通 りの室 配 列 か ら判定 され るがr本 論 で は ニ ワを も含 め て考 察 す る。 町家 にお い
て は、 ニ ワ も室 と同様 の重 要度 を もってい る か らで あ る。
　 さて、 奥行 長 さはす で に判 明 して い る配置 型4型(ロ ジ型 、 ス キ型 、 ナ カツ ボ型 、 ニ ワサ キ 型)
に よ って大 き く異 る の で、 この4型 に分 け て み る 。 まず 、 ロ ジ型 の ウ ラ長 屋(Nα1)の7戸 は
す べ て 王段 で あ るが、 マ エ ニ ワ に当 た る ウチ ロ ジ を入 れ てお か ね ば な らない。 ウチ ロジ を1段 と
す る と、 そ の段 の平 均 長 さ は1.9間で あ る(段 幅 は列 幅 に な る)。 オ エ の平均 段 長 さ は2.1間(押
入 を含 む)と な る。 や は りロ ジ型 の 一 軒 ロ ジ(NO.7)はニ ワ2段(平 均1.5問)、オ エ2段(平
均1.5間)で 計4段(平 均1.5問)、一軒 ロジ(NQ.13)はニ ワ2段(平 均1.3問、エ ン を含 む 、以
下 同様)、 オエ3段(平 均1.3問)と な り計5.段(平 均1.3間)と な る。
　 次 に、奥 行 の 長 い ス キ型(NO.14、16、17、20>につ い て み る と、　NO.14はニ ワ1段(3.5問 〉、
オ エ5段(平 均1.5間)、計6段(平 均1.8間)、NO.16はニ ワ3段(平 均2.3間)、オ エ4段(平 均
1.6問)、計7段(平 均1.9間)、NO」7はニ ワ3段(平 均2.5間)、オ エ4段(平 均1.6間)、計7段
(平均2.0間)、NO20はニ ワ3段(平 均3.3間)、オ エ7段(平 均1.9間)、計10段(平 均2.4間〉 と
な る。界 キ型 は奥行 が 長 い ため段 数が 多 くな るの は と うぜ ん で あ る が、 大型 町家 のNO.20を別 と
して他 の オエ の段 長 さほ とん ど等 し くユ.5問とみ な しうる。これ に比 べ てニ ワの段 長 さは2.3～3.3
問 とか な り大 きい。 また 、段 の連 続 状 況 につ い てみ る と、NO。ユ4では 室 が5段 連 続 して い るが 、
この うち3段 は ソ トロジ に面 して お り、 閉鎖 的 な室 の連 続 は3段 止 ま りで あ る。
　 次 に、や は り奥 行 の 長 いナ カ ツ ボ型(NO.11、15,18、19)につ い て み る と、　NO..11はニ ワ2
段(平 均2.0間)、オ ニ4段(平 均 」..5間)、計6段(平 均L7問)、　NO.15はニ ワ1段(3.0間)、 オ
エ5段(平 均 ユ.7間)、計6段(平 均1.9間)、NO」8はニ ワ ユ段(3 .0間)、オ エ5段(平 均2.4問)、
計6段(平 均2.5間)、NO.19はニ ワ3段(平 均3.3間)、オエ7段(平 均2。0間)、計10段(平 均2.4
問)と な る。 ナ カ ッボ型 の オエ の段 長 さは1.5～2.4問で先 の ス キ型 よ りや や長 い。 ニ ワの 段 長 さ
は2.0～3.3間で ス キ型 とほ とん ど同等 で あ る。 また、室 の連続 が3段 止 ま りであ る こ と もス キ型
と同様 で あ る。
　最 後 に、ニ ワサ キ型(NO.2、3、4、5、6、8、9、10、12)につ い てみ る と、　NO.2はニ ワ1段
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(2.5間)1オエ3段(平 均1.7問)、計4段(平 均1.9間)、NO.3はニ ワ1段(2.5間)、 オエ3段(平
均1.7間)、計4段(平 均L9間)、NQ_4は ニ ワ1段(1.5間)、 オ エ3段(平 均1.5問)、計4段(平
均1.5間)、NO5は ニ ワ ユ段(2.0間)、オ エ3段(平 均1.7間)、計4段(平 均1.8問)、　NO.6はニ
ワ1段(2.5間)、 オ エ3段(平 均1.7問)、計4段(平 均1.9間)、NO.8はニ ワ1段(3.0問)、 オ
エ3段(平 均1.7間〉、 計4段(平 均2.0問)、NO.9はニ ワ1段(3.0間)、 オ エ4段(平 均1.4問)、
計5段(平 均1。7問)、NO.」0はニ ワ1段(2.0間)、 オエ3段(平 均1.8間)、計4段(平 均1.9間)、
NO」2はニ ワ2段(平 均2.0間)、オ エ3段(平 均2.0間)、計5段(平 均2.0間)と な る。 ニ ワサ
キ 型 の オエ 長 さは1.5～2.0間で集 中率 は 高 いが 、 ニ ワ は1.5～3.0間と分布 範 囲 がや や広 くな って
い る。 また 、室 の連 続 状 況 はNO.9では4段 連 続 の よ う にみ え る が、 階段 へ の通 路 が1段 分 あ る
の で 、室 と して の連 続 はや は り3段 止 ま りとい え よ う。最 奥 のハ ナ レは2段 止 ま りにな って い る
が 、 これ は背後 に ニ ワが な く少 しの ク リア ラ ンス の場合 があ るか らで あ る。
1　 1　列段構成 の数理
　 以上、町家の平面形式 について、その成立過程 を概観 し、結局列段構成 とい う計画手法 に帰結
した。そのため、列 と段それぞれについて検討 したが、本節ではそれ らを要約 し、そ こに見い出
される数理的法則性 とい った もの を導 いてお きたい。
　 まず、列構成については、
(1)町家は奥行方 向 にニワ通 りとオエ通 りが直線的 な列 として通 るが、極小の 町家では、ニワ
通 りはゲンカ ン止 ま り(す なわち、 フミコ ミ ドマ式)、ウチニ ワ止 ま り(す なわち、半 トオ リニ
ワ式)と なる。
(2)ニワ通 りはほ とん ど1.0間幅であ るが、部分 的 に0.5間程 度縮少ない し拡幅 される場合 があ
り、屋外部分(ソ トロヂ、 ウラニワなど)と 屋内部分(ト オ リニ ワ)が ある。
(3)オエ通 りの列数、列幅は間口長 さと相関 し、間口長 さ2.0～3、5問では1列 で列幅は1.0～2.5
問である。 間口長 さ4.0間で2列 にな り、列幅 は2列 ともL5間となる。 間口長 さ4,5問では2列 、
列幅 は1.5間と2。0間、 間口長 さ5.O間では2列 、列幅 はL5間と2.5間などとなる。
(4)オエ通 りが2列 で列幅が異 る場合、 トオ リニ ワに近い下手の列幅の方が上手 の列幅 より短
い。上手 をハ レ、下手 をケ とす るか らであ る。列幅の平均は2.0間といえる。
(5)列の上手 に階段、押入、 トコ、 トコ脇 などを0.5幅で とる。 この部分 の室幅 は列幅 よ り0.5
問分短か くなるので、列幅 は1.5問はほ しい ところである。
　次 に、段構成 については、
(1)段は列が どの程 度の長 さで区切 られ るか とい うこ とであ り、その結果 として段 数 と段長 さ
が現 われる。 オエ通 りで はニ ワを組 み込 むので、ニワも室 と同様 に段 の容相 を呈す る。
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(2)室 とニ ワ を合 わせ た段 長 さの平均 値 は、 ロジ型1.6問、 ス キ 型2.0間、 ナ カ ツボ型2.1間、 ニ
ワサ キ型1.8間で 、 ウ ラヤ の ロジ型 は多 少 切 り詰 め られ てい るが 他 の3型 は ほぼ 一致 し2.0問程 度
であ る。
(3)ニ ワサ キ型(オ モ テ、 ダイ ドコ、 オ ク、 ニ ワサ キ の4段)は 奥 行 長 さ7,5間で 、1段 の 長 さ
は1.9間とな る の で、全 奥 行 型 の 町家(奥 行 長 さ15.0間)では8段 とな る。 す なわ ち、段 数 は8
段止 ま りで あ る。 ロ ジ型 で は1～2段 もあ るが 、一 般 には4～8段 で あ る 。
(4)上 記 の平 均 列 幅2.0間と平 均 段 長 さ2.0問か ら、1列1段 の ユ ニ ッ ト(2.0間×2.0間)が抽
出 され 、 これが 空 間単位 とな って 町家住 空 間 を構 成 して い る とい え る。 そ の ため 、 こ こ でヘ ヤ ・
ユ ニ ッ トとニ ワ ・ユニ ッ トとい う概 念 を導 入 し、 町家 をヘ ヤ ・ユ ニ ッ トとニ ワ ・ユ ニ ッ トの連 続
体 とみ なす。
(5)さて、ユ ニ ッ ト数 で い う と、1コジ型 の ような ウ ラヤで は2～3ユ ニ ッ トの もの もあ るが 、 一
般 に は4～8ユ ニ ッ トとな り、 そ の 中 にヘ ヤ ・ユ ニ ッ トとニ ワ ・ユ ニ ッ トが 組 み合 わ され る こ と
にな る。す なわ ち 、両ユ ニ ッ トの組 み合 わせ の 問題 とな るが 、 こ こで ユ ニ ッ トの連 続 性 に条件 が
あ る。 その条件 は次 の よ うで あ る。
(条件1)ヘ ヤ ・ユ ニ ッ ト数 は ニ ワ ・ユ ニ ッ ト数 よ り多 い。
(条件2)ト オ リや ニ ワで挟 まれた ヘ ヤ ・ユ ニ ッ トの 連続 は3ユ ニ ッ ト止 ま りで あ る。
(条件3)た だ し、 ソ トロヂ の よ う にニ ワ化 さ れ た屋 外 の ニ ワ通 りに接 す るヘ ヤ ・ユ ニ ッ トの 場
　 　 　 　 合 は この 限 りで は ない 。
(条件4)背 後 の境 界 に近 いヘ ヤ ・ユ ニ ッ トの 連続 は2ユ ニ ッ ト止 ま りで あ る。
(条件5)ニ ワ ・ユ ニ ッ トの連 続 は3ユ ニ ッ ト止 ま りで あ る(条 件1、2の 帰結)。
(条件6)オ エ 通 りが2列 以 上 の場 合 は以 上 の1列 を並 列 した もの と考 え られ る。
　 以 上 の条件 か ら、具体 的 にユ ニ ッ トの 組 み合 わ せ をみ る と[図15]の よ う に なる 。す な わ ち、
4ユ ニ ッ トの場 合3通 り、5ユ ニ ッ トの 場合5通 り、6ユ ニ ッ トの場 合11通 り、7ユ ニ ッ トの場
合22通 り、8ユ ニ ッ トの 場 合40通 りで 、計81通 りで あ る。 か な りの 組 み 合 わせ 数 で あ る。 また、
これ らの組 み合 わせ を記 号 化 す る と、ヘ ヤ ・ユ ニ ッ トをR、 ニ ワ ・ユ ニ ッ トをGと して 、 た と
え ば4ユ ニ ッ トのNa.　iは3R・G、8ユ ニ ッ トのNo.iはR・G・3R・G・2Rな ど と表 記 さ れ る。
現代 の住 様 式 と合 わせ考 え る と、2Rや3Rの と ころ がLDKに 相 当 し よ う。RとGの 多 様 な組 み
合 わ せ は、専 用 、併 用 いず れ の住 宅 と して も新 鮮 で豊 か な空 間 イ メ ー ジ を与 え て くれ る もの で あ
る。
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　前第6章 では町家 の平面形式 をみ、それは結局ヘヤ ・ユニ ッ トとニワ ・ユニ ッ トの組み合わせ
の問題 に帰結 した。その基本 的な組み合わせ は81通りあ り、た とえば、オモテ ・ダイ ドコ ・オク ・
ニ ワサキの4ユ ニ ッ ト構成 は3R・G型とい うように記号化 する こ とが で きた。 これは平面形式
の型表記であ り、いわば町家住空 間の骨格である。本章で は、この骨格の肉付 けとしての建築様
式に及ぶ。順序 と して、 まずは町家正面の意匠か ら述べ る。
　町家 は隣家 と相接 して建 ち並ぶ ため、外部 との出入 りは正面 に限 られ る。 また、町家 は ミセ を
構える店舗付 き住宅が多 く、生活上 ・営業上 の必要か ら正面の開閉機能が重要で、それが町家正
面の意匠 を特色づ けている。町家正面は1階 のニワ通 り正面 、オエ通 り正面、2階 正面の3つ の
部分 に分けてみ るのがわか りよい。 まず、1階 のニワ通 り正面 は中世の洛中洛外 図にノ レンや内
開 き板戸 がみ られるが、これ らの開閉装置は後代 に受 けつがれ改良 され る。改良 されるの は内開
き板戸の部分である。板戸の部分 は外 開 きのクグ リ戸付 き格子戸 と内 開き(ま たは片引 き)の ク
グリ戸付 き大戸の二重構造 になる。昼間は格子戸 を使用 し、夜 間は大戸 を閉めて防犯対策 とする。
シモ タヤの増加がこれらの装置 を発達 させた とお もえる。
　次 に、1階 オエ通 りの正面である。 トオ リに面するオエ通 りは ミセ またはオモテ と呼ばれる室
であ り、営業用の室が ミセ、居住用の室が オモテである。 ミセ とオモ テによって正面意匠が異 る。
ミセは職種 によって トオ リへの開放性の必要度が異な り、 シ トミ(蔀)、バ ッタリ床 几(揚 げ店)、
台格子 などが装備 される。 シ トミは上下にス ライ ドす る横 長の板戸で柱 の溝 に2枚 入れ る。 とく
にミセを ドマ とす る職種(魚 屋 、八百屋、米屋 、炭屋 など)に 有利である。バ ッタリ床几 は格子
の前 につ く回転式 の床 几で、商品の陳列台であ り、夜間 は揚 げて格子の下半部 を閉 じる。台格子
は柱 問に固定 される格子 で トオリか ら中の ミセは見えるが開閉はで きない。バ ッタリ床几 と台格
子の機能 を合わせ もった装置 として出格子が出来するが、 この時点で はハ メコ ミ格子 とな り格子
は一種の建具 となり、非常時 には取 りはず しが利 くようになる。
　以上の ように、1階 正面の建築様式 を決定する主役 は格子 であ る。その格子 も台格子 の ような
平格子か らハメ コミ式の出格子 に発達 し、格子 のタテ子 もしだい に細 か くな り京格子 とか千本格
子 と呼ばれるようになる。 また、 タテ子の幅、アキを職種 によって変 えることも行われる。 さら
に、格子 の塗装材 の紅殻 は墨 を入れて赤味 を抑 えた地味 な色調 に整 えるが、郊外 の農村部 では赤




　 格子戸 や出格子のある ユ階の上 には トオ リビサ シ(通 り庇)が通 り、その上 に2階 のムシコ(虫
籠窓)が あ り、その上 には大屋根 の軒が くる。 これ ら一連の建 築様式 にも町家固有 のデザ イ ンが
あ り、町家風 を造形 している。
　 中世 の洛 中洛外 図をみる と、すで に2階 造 りが多 く現われているが、まだ トオ リビサシは一般
化 していない。1階 の ミセの上 に部分 的な板庇 がみ られるの は、格子か らの強い 日射や吹降 りを
防 ぐための ものであろう。 そ して、 この部分的な板庇は後年 の トオ リビサ シの原型 といえる。近
世 中期以降、屋根が瓦葺 きに移行 し、 また、1階 正面に出格子が張 り出されるようになると、 カ
ドグチをも含 めて庇 の必要性は高 まり、結果 として間口い っぱいの トオリビサ シが通 るこ とにな
る。 トオ リビサ シの高 さ(8尺 、2.4m)は各 町家 ともほぼ同 じで、町並み の統 一的 な景観 に も
寄与 している。
　 トオ リビサ シは正面 の側柱 に仕込 まれた腕木の先 の庇桁で支え られているが、 この腕木か ら下
げ られた小 束の下端 に横木(カ マチ、枢)を 渡 してマクカケ(幕 掛け)を 作 る。マクカケは文字
通 り幕 をかける装置で、商家では横長の ノLン を吊った り、祭礼時の祝幕 を張 るための ものであ
る。一種 の コミュニケーシ ョン装置であ る。マクカケの内側 に小板 を張 って、吹降 りを防 ぐ機 能
をもつ ものあったが、内部 を暗 くす るため撤廃 されてい る。
　 トオリビサ シの上 の2階 正面が有名なム シコ(虫 籠)で ある。中世の洛中洛外 図をみると、2
階の高 さはまちまちで低い もの(2尺 、0.6m程度)で は盲壁 の もの もあ り、 もうす こし高 い も
の(3～5尺 、0.9～1.5m程度)の もの では組格子 や タテ格子 の もの もあ る。 しか し、この時
期 に2階 がかな り発達 し、2階 正面の窓に1階 と同 じく格子が入れ られていることがわかる。 ム
シコは木格子 に始 ま り、近世 には防火 のため塗込めの タテ格子 となる。塗込 め格子 の芯は六つ割
(4cm×6cm)の木材で下端 に切 目を入れ、非常時 には打ちはず しが利 く。近代 以降の正2階 で
はハ メコミ格子やガ ラス戸の ものが現 われる。
　 洛 中洛外 図に多 くみ られるウダッ(卯 建)は 、妻壁 を大屋根 よ り高 く建 ち上 げて上に小屋根 を
のせているが、 この構法 は しだいに姿 を消 し、2階 正面の両端にソデ ウダツ(袖 卯建)と して残
る。 しか し、それ も撤去 され ウダツは無 くなる。ウダツは隣家 との間隙に雨の落 ちない雨仕舞 い
の工法 であるが、大屋根の高 さを上下 させ て隣家 との間隙 に雨 の落ちない協調工法に よってこれ
を解決 した。そのため、1階 上の トオ リビサ シは町並 みを通 して横一文字 に通るが、2階 上の大
屋根 の軒線は上下 し町並 みに凹凸を生 じる。
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7-3　 ロ ジとロヂの様式
　以上で町家正面 の建築様式 についての話は終え、次 に町家内部の様式 に移 る。町家内部 はニワ
通 りとオエ通 りに分け られるが、 まず はニ ワ通 りである。ニ ワ通 りはさ らにロジ(路 次)や ロヂ
(露地)、 トオ リニワ、 ウラニ ワに分 け られる。本節 ではロジ とロヂにつ いてみる。
　 ロジは トオリか らウラ地 に建つ町家 までの通路 で、,幅0.5～1.0間の細長い空間で ある。 トオ リ
に面 したロジの出入口には格子戸や大戸が入 り戸締 りをする。 ロジはオモ テヤに挟 まれるこ とが
多 いので、 ロジの上にはオモテヤの2階 部分が乗 ることが多 く、この部分 は トンネル状の空 間 と
なる。 ここか ら先 はオープンなロジである。[図12]の事例NO.1はウラ長屋 であ るが、1.0問幅
の ロジで引 き込 まれた ロジの上 に隣家(NO.11)の2階が乗 ってお り、その先 はオープ ンなロジ
である。ソ トロジ とウチロジの区分 が明確である。 ソ トロジは トンネル状 の通路 であるが、ウチ
ロジはオープ ンな共同のサー ビス ・ヤー ドで、共同流 し、共 同便所 、共 同物置、多少 の植栽が し
つ らえられる。
　事例NO.7とNα13は一軒 ロジで、 ソ トロジ部分 にはやは り隣家の2階 が乗 り トンネル状の ロ
ジになる。 ウチ ロジ部分 はマエニ ワとニ ワサ キになる。IVO.7のマエニ ワはサ ービス ・ヤー ド的
であ り、NO.13のそれはロヂ的である。ニ ワサ キは背後 の家 との間 に設 け られたニ ワ ・スペ ース
でNO。7ではたんなる空地であるが、　NO.13では植栽 をほ どこ した庭 にされてい る。 また、　NO.13
のソ トロジには細長い植栽スペースが設 られ修景 され てい る。 この場合 はたんなるロジ(路 次)
から少 しロヂ(露 地)に 近い性格 を もつことになる。
　次 に、 ロヂ に移る。 ロヂ(露 地)は 茶庭の数寄屋風 を採 り入れた通路 であ る。事例NO.14,16、
17、20がこれに該当す る。 これ らの4事 例 は、前第5章 の配置形式の ところでスキ型配置 と して
分類 したタイプであるが、4者 に共通する ところはカ ドグチか らソ トロヂでゲ ンカンまで引 き込
まれているこ とである。 ソ トロヂ にそ って、NO.14では室 が並 び、　NO.16ではウチロヂ と茶室風
の4畳 半が並 び、NO.17では室 とナ カツボが並 び、　NO.20ではマエ ニワ と2室 が並ぶ。前 第6章
で述べ た空 間ユニ ッ トの観点か らみると、ソ トロヂ にそ うユニ ッ トの数は2-3で 、 これらのユ
ニ ッ トをヘヤにするかニ ワにするかによって多様 な組み合 わせが生 じるが、それがスキ型の特色
で もあ り、カ ドグチか ら直接 トオ リニワに入 らず茶庭風 の ソ トロヂをへ てゲ ンカ ンに至るところ
が一般 の町家 と大 き く異る。
　 また、この場 合 のゲ ンカ ンは、NO.14では3畳 、　NO.16で4.5畳、　NO.17では2畳 、　NO20では
8.5畳がゲ ンカンノマ(玄 関の間)に な り、NO.14、　NO,16ではソ トロヂか ら直接、　NO.17、　NO、20
ではゲ ンカン ドマ(玄 関土間)を へ てゲンカ ンノマに上 る。前者はい わば茶室風であ り、後者 は
武家屋敷風 である。町家 とは別の系統 である茶室(数 寄屋)や 武家屋 敷(書 院造)の 影響が うか
がえる。 なお、NO.20のソ トロヂ には隣家側 に細い 自然 木の腰掛 け式 トモマチ(供 待)が 付設 さ
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れている。両系統(数 寄屋造 と書院造)の 融合か。
7-4　 トオ リニワの様式
　 トオ リニ ワ(通 り庭)は ニワ通 りの屋 内部分である。前節の ソ トロヂは屋外 のニワ通 りであっ
た。カ ドグチか らウラグチ、 さらにウラニ ワに至 る通路がニワ通 りであるが、 このニ ワ通 りは屋
内、屋外 を問わず貫通 しているのである。本来、屋外スペースであるニ ワが屋 内スペース にも使
用 されるに至 った経緯 については、本論第2章 に述べている。
　屋 内のニ ワである トオ リニワは、 とうぜ ん屋 内の状況に影響 される。屋内の状況は町家の間口
長 さ、奥行 長 さに よって決定 され る家屋規模 と密接 に関係 してお り、 この観点か らみる と トオ リ
ニワの様式 も分 りよい。まず、極小 町家であるウラ長屋([図12]のNO.1)ではフ ミコミ ドマ式
とな り、NO.2の間自長 さ1.5間の小 町家では トオ リニワは途 中で止 ま り背後 まで貫通 していない。
トオ リニ ワの トオ リ(通 り)の 意味 はな く、必要最小 限の屋 内 ドマが設 け られているにす ぎない。
しか し、室 の側面 に ドマが配置 されている点は、 トオリニワの形式 を踏 んでいるといえる。それ
は、前面 ドマ配置の農家 と対 照する とよく分 るこ とである。
　次 に、 もっ とも一般的な トオ リニワの様 式 を示すNO.3についてみる と、カ ドグチか ら1.5間分
はゲ ンカンで、そこに入れ られた 中戸 によって区切 られ、ゲ ンカンとしての空 間的性格 をもつ。
中戸か らウラグチ までのウチニ ワ3.5間分 は、炊事機能 をもち井戸、流 し、 ク ド、水屋等が並 ぶ。
ウチニワ部分 には台所機能が集約 され、NO.3では3畳 のダイ ドコ(食 事室)と 関連 している。ま
た、細長 い ウチニワの一部 を占める流 し(ハ シ リ)近 辺 をハシ リモ ト(走 り元)と いい、 これを
ダイ ドコに近い位置 に設 けるのが通常 である。 さらに、ウチニワは吹抜けにな り、大屋根 に設 け
られた天窓に よる採 光、排煙が行 われる。ガラス入 りの天窓瓦 は採光用、板製の開閉ス ライ ド式
天窓(下 に垂 れた縄 を手繰 って開閉す る)は ク ドの排煙用装置である。 ウチニワの先の ウラグチ
には裏戸 が入 りウラニワ と区切 る。
　 以上の ように一般の町家で は、トオ リニ ワはゲ ンカ ンとウチニ ワから成 り、いずれ も同 じ幅(1.0
間程度)で 通 るのが通常 であ るが、これと趣 を異 にす る場合があ る。 その第一 はソ トロヂがゲ ン
カ ンを兼 ねる場合、その第二はゲ ンカ ンの幅が ウチニ ワの幅よ り広 い場合、その第≡三は ミセが ド
マでゲ ンカンと一体 的な場合、その第 四はウチニ ワのハ シリモ トか ら先が細 くなる場合 な どであ
る。 この ような変異は、町家の配置形式や職種、オエ通 りの扱い方 などによって生ず るものであ
り、一見画一 的にみえる トオリニワに もい くつかのヴ ァリエーシ ョンが存在す るのである。第一、
第三の場合 の トオ リニワはゲ ンカンが な くウチニワのみ となる。
　最後 に、 トオ リニ ワは一般 に1.0間幅であ るが、厳密 には多少の増減がある。 オエ通 りを6.3尺
の内法制 で柱割 りした場合、宅 地幅 との関係上 トオ リニワの幅がち ょうど1.0間とならない場合
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が多 い。その場合 、 トオ リニ ワの幅で これを調整するのである。
7-5　 ウラニ ワの様式
　 トオリニワの先 にウラニワが開け る。中世の洛中洛外 図をみる と、当時 の ウラニ ワは街区周辺
に並ぶ町屋の共 同の庭で、共用 の井戸 、便所、疏菜畑等がみ られ、各戸 の個別専用化 はまだみ ら
れない。また、当時の町屋 は小規模であ り、 トオ リニワ内の ウチニ ワに炊事機能が充分 に整 って
いなかった とみ え、ウラグチか ら出 たところで調理 を行 っている様 子 もみ られる。総 じて町屋 の
サー ビス ・ヤ ー ド的な役割 を もってい たのが共同の庭 である。
　 しか し、近世 を通 じて町家が奥行方 向に延伸 す る過程 で、共 同の庭 は各戸 に個別専用化 され、
それぞれの町家が私 的なウラニワを保有 することにな り現代 に至 る。 ウラニ ワは発生 の当初か ら、
オモテの トオ リに対 して私 的 ・生活的要素をもっていた。その結果 は[図12]に示 した町家の事
例 にもよ く現 われている。 その第一 は、半折型町家 にみ られ る附属屋(便 所 、フロ、物置)と ニ
ワサキか ら成 るタイプで、事例NO.2、4、6、　S,12、14がそれに該当す る。 この場合の ウラニ ワ
は附属屋 との関連でニワサキがサー ビス ・ヤー ド的 にも使用 され、庭園的要素が うす らぐ。なお、
NO.7は一軒 ロジで附属屋(便 所)が マエ ニワに設 け られているので、 ウラニ ワは背後 の家 との
クリアランス としての意味 が強い。
　その第二は、やは り半折型町家 に多 くみ られる タイプで、ウラニワ全体 が附属屋 で2つ の部分
に区切 られ、 トオリニワの先が ウラニ ワ、オエの先がニワサキ となる。NO.3、5、9、10、　ll、13、
20にみ られる タイプである。 この場合 は、ニワサキの庭 園的機 能 とウラニ ワのサ ー ビス的機能が
明確に分化す る。その第一のウラニワー体型か らみると一段階進展 したタイプとい えよう。
　 その第三は、全奥行型町家 にみ られるタイプで、奥行 の長い町家ではウラニワ も長 くな り、い
ろいろの用 途 に使用 される。N4」5の奥 の2室 は クラザ シキ(蔵 座敷)の ハ ナ レであ り、NO.16
は普通 のハナ レ、NO」7はニ ワサ キの先 にさ らにセ ド(背 戸)、　NO.18はハ ナ レに接 して土 蔵、
NO.19は普通のハ ナ1ノといった具合であ る。この ようにR全 奥行型町家で はウ ラニ ワはハ ナ レ、
土蔵、セ ドなどに使用 され、狭義の ウラニ ワはハナ レや土蔵、 セ ドの横 の通路 と して残 ってい る。
　以上でウラニワの様式 については終 わるが、これ らの様式 は宅地内部での話 であ り、宅地背後
の ウラ地に倉庫 、作業場 、小工場 などを併設す る場合、一戸建 の町家 を建 て借家 とす る場合 など
があ り、これ らは営業的利用法 として除外 している。 したがって、 ウラニ ワの様式 は居住 的利用
法 とい うこ とになる。それを要約す ると、小庭 園、附属屋、サービス ・ヤ ー ド、ハ ナ レ(居住用
別棟)な どが配置され るとい うこ とになる。そ して、中世の街 区内共 同庭 と比較す る と、ウラニ
ワの個別専用化 と居住様式か ら くる様 式化の跡が うかが える。
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7-6　 オ イエ の様式
　最後 に、オイエ(御 上、 オエ と同 じ)の様式 についてみ る。オイエは トオ リニ ワなどの ドマ に
対 して床張 りのある部分 を指 し、その意味 で 「御上」 は本来 の語義 を伝 えている。 したがって、
オイエ は一般 には畳敷 きの部屋 を意味す るが、部分 的に板敷 きとされる場合 もあ り、またエ ン(縁)
や階段 なども含 む。そ して、何 よ りオイエの大 きな特色 は、室の列段構成 と1・2階 の立体構 成
であ る。
　列段構成 に よってつ くられ たオイエの諸室 は、原則的 に連続的であ り、 ドマである トオ リニ ワ
とも連続す るが、ザ シキのみ は トオ リニ ワと壁で区切 られる。 これはザ シキの空 間的質 を高める
ためである。多 くの場合、ザ シキの上手には床の間が設け られ るが、床 の間を設 ける余裕のない
場合 には釣 り床 とされる。 また、 ダイ ドコの上手 には階段が設け られ、2階 への通路 とされる。
　 2階の各室 も連続 的であ る。 もちろんすべ て オイエである。2階 諸室の うち特色のあ る室は、
階段 のあるナカノマ と最奥 のオクノマ、ナ ン ドの3室 である。ナカノマは階段があるせいで他室
への適路的要素 をもつ室で居室 にな りにくい。オクノマは上手 に床の間(横 に押入)を もつ場合
が多 く、 とくに1階 のオ クノマに床の間が なか った り簡易 な釣 り床 とされ る場合は この傾 向が強
い。 このこ とは、マチヤが平屋か ら2階 建てへ と発展 してい く過程 で、床の間をもつザ シキが普
及 していった歴史的過程 を示す もの といえよう。
　次 に、ナ ン ドはゲ ンカン(ト オ リニ ワの入口部分)の 上 にある2階 の室である。この室は室名
か らも分か るように物置 とされ る室であ り、 トオ リニ ワの吹抜 け部分 と連続 的である。そのため
ナ ン ドの一方の板戸 を開ける と下 に トオ リニワがみ え、物品の上下動が可能である。ナ ン ドに収
納 される物品の うち トオ リニワか ら直接上げ下 ろ しした もの も多かったであろう。階段 を経 由す
る物 品の移動 とは別ルー トの動線 である。
　 また、モノホ シや ヒノ ミな どは2階 から屋根の上へ 出たところに設 けられた屋上スペースであ
るが、 これ ら もオイエの様式 として付加 してお きたい。平面的 に制約 されるマチヤの立体化方式
と して様式化 されている ものである。
一64一
